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1．研究背景

　非球形粒子 で あるダス ト粒 子の 微物理 特 性 と光学 特性

を調べ るた め、中国北西部に 位置す る タ ク ラマ カ ン 砂漠の

ア クス に お い て 、地 上設置ラ イ ダーと衛星 搭載ライ ダー

CAHOP で 同期 観測 を行 っ た。ダ ス トな どの エ ア ロ ゾル

は地球の 放射収支に影響を 与 え るが、非球 形 エ ア ロ ゾル の

微物理 特性や光学特性は まだ わか っ て い ない こ とが 多い 。

本 研 究 で は粒 子 の 形 状 を回転 楕 円 体 と して 仮定 した 時 の

粒子 の 形状 を表す指標 で ある アス ペ ク ト比 と、虚数部 が 光

の 吸収度合い 表す複素屈折率 の 2 つ の 物理 量に 着 目 し、ダ

ス トの 主 な発 生源 の 1 つ で ある タ ク ラマ カ ン 砂 漠にお い

て、ダス ト粒子 の ア ス ペ ク ト比 、複素屈折率 を求め る こ と

を 目 的 と した。

　使 用 し た デ
ー

タ は 2009 年 3A23 日 ア ク ス か ら半径 100

km 以 内を CMIPSO が通 過 し た時 の 波長 532   と

1064nm の デ
ー

タ と、そ の 時の 最 も近 い 地 上 ライ ダ
ー

の 波

長 532nm と 1064nm の データ。

2解 析方法

　二 波長 の 特性を活か した減衰補正 として 、まず、非球形

粒 子 に 対す る散 乱パ ラメーターを 求 め る手 法 で あ る

［rLmatrix法 を 用 い て 、複素屈 折 率 の 実数 部 が 1．53、1．54、

1．55、虚数 部 が 0．001 、O．005、0．Ol、0．015、ア ス ペ ク ト

比 が 1．3、1，4 、1．5、L6 、1．7 の 条件を変化 させ て、そ れ

ぞ れ の 条件 に お け る オ ン グス トロ
ーム 指数 とラ イ ダー

比

の 関係を求 めた。こ の 関係を用い て、CALIOP で は

Fernald の イ ン バ ージ ョ ン 法の 前方積分法、地上 ラ イ ダー

に対 して は後方積分法 で 減衰補正 を行 っ た。求 め た後方散

乱 係数 か らオ ン グス トロ
ー

ム 指数を求 め、ライ ダ
ー

比 を求

め る。求め た 各高度 の ライ ダ
ー

比 を使っ て、さらに 減衰補

正 をす る 。 こ の 動 作 を繰 り返 し、後 方 散 乱係 数 が収 束 した

時、減衰補正 を完了 と した。それ ぞ れ の 条件に 対す る地上

ライダ
ーと CAUOP 後方散乱係数の 相関を求め、波長

532nm と 1064   の 相関係 数の 平 均 力：最 も相関が 良か っ

た 時の TLmatrix法 で 仮 定 し た 複 素屈 折 率 とア ス ペ ク ト比

を タク ラ マ カ ン 砂漠 に お け る 複素屈折率 とア ス ペ ク ト比

とする。

3．解析結果

　 比較 の た めに ミ
ー

散乱理 論を用 い て 球形粒子 に 対する

後 方散 乱係 数 の 地 上 ライ ダーと CAHOP の 相関を求 め た di

球形粒子 に 対 する相関係数 は複素屈 折率の 値 に関 わ らず、

ほ ぼ 同 じ値 とな っ た。こ れは 球形粒子 の ライ ダ
ー

比 が 非常

に 小 さい の で、それ が起 因 して い るの で はな い か と考え ら

れ る c

　T」
matrix 法で 求め た ア ス ペ ク ト比 1．3 以上 に 関 して は

ア ス ペ ク ト比 が 1．4 を境 に、ア ス ペ ク ト比 と複 素 屈 折 率 の

虚 数部の 値が 大 き くな る に つ れ 、相 関が 悪 くなる と い う結

果 が 得 られ た。そ れ ぞ れ の 条件 で 、最 も相 関 が 良か っ た の

は 相関係数が o．95743 の 時 で 、複素屈折率が L54 ・o．ooli、

ア ス ペ ク ト比 が L4 とな り、タ ク ラマ カ ン 砂漠 にお け る ダ

ス ト粒子の 複素屈折率とア ス ペ ク ト比 が推定された。

　 こ の 研 究 手 法 は、地 上 ライ ダーが設 置 され て い る場 所な

らば粒子 の 複素屈 折率 とア ス ペ ク ト比 が推定す る こ とが

で き、今後の 応用 が 期待 で きる。
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　　　 図．複素屈 折率の 実数部 1．54 の 時の 相関係数
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